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市のようす（11月１日現在）

人 口　449,414 人　　(  +  881)

男　　227,868 人　　　　（ ＋400 ）

女　　221,546 人　　　　（ ＋481 ）

世 帯　152,991　　　(  + 436)

口
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前
月
比
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住みよい

街づくり

市
で
は
、
都
市
計
画
で
定
め
ら
れ
た

第
一
種
住
居
専
用
地
域
内
に
建
て
ら
れ
る

建
築
物
の
階
数
を
三
階
以
下
に
す
る
「
第

一

種

住

居

専

用

地

域

内

に

お

け

る

建

築

物

の

階

数

制

限

指

導

要

綱

」

を

十

一
月
一
日
に
定
め
、

十

二

月

一
日

か

ら

施
行
し
ま
す
。

住
み
よ
い
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
都
市
計
画
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
ふ
さ
わ

し
い
環
境
か
確
保
し
て
い
ま
す
。

第
一
種
住
居
専
用
地
域
は
、
低

層
住
宅
の
良
好
な
住
居
環
境
を
保

護
す
る
地
域
と
し
て
、
都
市
計
画

で
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
第
一
種
住
居
専
用
地
域
内

で
は
、
建
築
基
準
法
の
定
め
に
よ

っ
て
、
建
築
物
の
高
さ
は
、
原
則

と
し
て
十
㍍
ま
た
は
十
二
だ
の
限

度
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

高
さ
の
限
度
を
十
㍍
と
す
る
か

十
二
㍍
と
す
る
か
は
、
都
市
計
画

で
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
現
在
、
松

戸
市
で
は
十
二
㍍
地
域
は
定
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

高
さ
が
十
㍍
以
内
と
さ
れ
て
い

る
第
一
種
住
居
専
用
地
域
で

建
て

ら

れ
る
の

は
、
三
階
建
て

以
下
の

建
築
物
が
常
識
で

し
た
が
、
最
近

の

地
価
高
騰
の
た
め
か
、
四
階
建

て
の

建
築
事
例
も
出
て

き
ま
し
た

「
十
㍍
制
限
」
の
中
で
四
階
建

て
の

建
物
を

建
て

る
こ

と
に

な
る

と
、
そ
の

建
築
物
自
体
の
居
住
性

は

も
と
よ

り
、
地
域
環
境
と
の
調

和
の

点
か
ら
も

、
決
し
て

好
ま
し

い

も
の
で
は

あ
り
ま
せ

ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
高
さ

の
限
度
を
十
㍍
と
す
る
第
一
種
住

居
専
用
地
域
内
に
建
て
ら
れ
る
建

築
物
は
、
階
数
を
三

階
以
下

と
し

て
い
た
だ
く
指
導
要
綱
を
制
定
し

た
も
の
で
す
。

こ
の
要
綱
の
円

滑
な

施
行
に

、

市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。要

綱
の
概
要

第
一
種
住
居
専
用
地
域
内
に

建
築
す
る
建
築
物
は
、
階
数
を

三
以
下
と
す
る
こ
と

階
数
に
は
、
屋
上
に
突
出
す

る
階
段
室
・
昇
降
機
（
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
）
な
ど
の
建
築
面

積
が
、
建
築
物
全
体
の
建
築

面
積
の
八
分
の
一
以
下
の
も

の
、
お
よ
び
地
階
の
部
分
は

算
入
し

な
い
。

1
種
住

専

の

建
物
は
3
階
以
下
に

建築協定

ご
存
じ
で
す
か

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

市
内
に
一
定
の
区
域
を
定
め
、

住
民
の
総
意
に
よ
っ
て
、
そ
の
区

域
内
の
建
物
の
敷
地
や
位
置
・
構

造
・
用
途
な
ど
な
目
主
的
に
決
め

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
「
建
築
協
定
」
と
い
い

ま
す
が
、
住
宅
地
と
し
て
の
環
境

を
守
り
、
商
店
街
と
し
て
の
建
築

物
の
高
度
利
用
を
増
進
す
る
た
め

に
、
非
常
に
有
効
な
手
段
で
す
。

協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
原
則
と
し
て
八
千
平
方

㍍
以
上
の
区
域
と
し
、
そ
の
区
域

内
の
土
地
・
建
物
な
ど
の
権
利
者

全
員
の
合
意
が
必
要
で
す
。

こ
の
協
定
が
成
立
す
る
と
、
新

た
に
土
地
を
取
得
し
た
人
も
対
象

に
な
り
ま
す
。

対
象
地
域
＝
・
都
市

計
画
法
で
定

め
る
第
一
種
住

居
専
用
地
域
・

第
二
種
住
居
専
用

地
域
・
住
居

地
域
・
近
隣
商

業
地
域
・
商
業

地
域

協
定
で
き

る
主
な

事
例
…
建
築

物
の
用
途

・
高
さ
・
階
数
、
敷

地
面
積
、
塀
の
構
造
・
高
さ

（
生

け
垣
も
含
む

）
、
建
築
物
と
敷

地
境
界
と
の
距
離

な
ど

詳
細
＝
建
築
指
導
課
建
築
指
導

係

走り出しました

新正みどり号

「
動
く
図

書
館
み

ど
り

号
」
が
、

今
月
か
ら
新
し
ぐ
な
り
ま
し
た

。

新
型
の
み
ど
り
号
に
は

、
（

イ

ル
ー
フ
車

（
天
井
の
高
い

車
）
を

採
用
し
、
内
部
が
広
く
な

っ
た
た

め
に
、
蔵
書
数
も
大
幅
に
増
え
ま

し
た
。

今
ま
で
の
み

ど
り

号
と
比

べ
て

約
一
千
冊
多
い
二
千
八
百

冊
の
本

を
積
載
し
て
、

皆
さ
ん
の

「
も

っ

と
い
ろ
い
ろ
な
本

が
読
み

た
い
」

と
い

う
要
望
に
お
こ
た
え
し

ま
す
。

従
来
の
み
ど
り
号
は
外
側
に
し

か
書
架
が
な
か
っ
た
の
に
対
し
、

新
型
み
ど
り
号
で
は
車
内
に
も
書

架
を
設
け
ま
し
た
。

車
内
の
書
架
に
は
、
児
童
書
・

絵
本
な
ど
を
そ
ろ
え
、
子
ど
も
た

ち
が
み
ど
り
号
の
中
に
入
っ
て
、

本
か
選
ん
だ
り
、
読
ん
だ
り
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

み
ど
り
号
は
、
市
内
二
十
力
所

の
駐
車
場
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

週
に
一
度
、
皆
さ
ん
の
家
の
そ

ば
ま
で
行
っ
て
、
移
動
図
書
館
な

ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
を
お
届
け
す

る
み
ど
り
号
を
、
こ
れ
ま
で
以
上

に

ご
利
用
下
さ
い
。

▽
詳
細
…
市
立
図
書
館
a
6
5
1
5

1
1
5
番

市 政
見学会

市
の
施
設
を
見
学
し
よ
う

申
込
み
は
団
体
で

日

時
･
:祝
日

と
年
末
年
始
を

除
く
毎
週
水
曜
日
､

午
前
九

時

雨

役

所
正
面
玄

関
集
合
)

~
午
後
三
時
三
十
分

ｺ
ｰ
ｽ

…
市
役
所
～
健
康

増

進
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
~

消
防
局
~

公

設
地
方
卸

売
市

場
~

小
金
原

市
民
ｾ
ﾝ
ﾀ

大

昼
食
了
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
上
資
源
リ

ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
~

文

化

ﾎ
ｰ
ﾙ
(

解

散
)

定

員

…

二

十
人
(

団

体
)

対

象

…
町

会
･

自
治

会
･

婦

人

会
･
P
T
A

な
ど

の

団

体

費

用

…

無

料

･
申

込

み
･
･
･電

話

で

広

報

課

へ

手数料･保険料･各種税

今
月
の
納
期
は

画

定
資
産
税
･

都
市
計
画
税
(

第
三

期

納
期

限
)
･
十

一
月
三
十
日

由

民
年

金
保
険
料
･
･十

一
月
分

由
民
健
康
保
険
料
=
第
六
期
分

事
業
所
税
･
=
九
月
決
算
の
法
人
と
､

九
月
中
に
事
業
所
用
家
屋
を

新
･

増

築
し
た
建
築
主
は
､
十
一
月
が
申
告

納
付
月
で
す
｡

早
め
に
納
付
(
納
入
)
お
願
い

し
ま
す
｡

安全･ 確実な

口座振替のご利用を

｢みどり号｣ 駐車場と時間

曜日 時 間 と 場 所

火

午前10時50分

~11時30分

午後1時10分

~1 時40 分

午後2 時

~2 時40分

午後3 時20分

~4 時
八ヶ崎
新 町 会 館

ﾆﾂ 木
蘇 羽 鷹 神 社

大 谷 口
公 務 員 住 宅

栄 町 西3 丁 目
子 供 の 遊 び 場

水

午前10時50分
~11時30分

午後1 時10 分
~1 時40 分

午後2 時10分
~2 時40分

午後3R10 分

~3 時50分
上矢切

宝 蔵 院
和 名 ヶ 谷
中台子供の遊び場

干 駄 堀
八 景 台 入 口

河 原 塚
本 勝 寺

木

午前10眄50分

~11時30分

午後 气時10分

~1 時50 分
午後2 時10分
~2 時50分

午後3 時20分

~4 時
北 松 戸
仲 台 公 園

汞 駄 堀
戸 工業清和寮

上 本 郷

三 井 生 命 寮 横
南 花 島
中 町 公 園

土

午前10時50分
~11時30分

午後1 時10 分

~1 時50 分

午後2 時10分

~2 時40分
午後3 時20分
~4 時10分

高 塚 新 田
梨 香 台 団 地

高 塚 新 田
高 塚 団 地

高塚新田

ｾｲｺｰ 電子工業高潔寮
野 菊 野
野 菊 野 団 地

日

午前10時50分

~11時30分

午後1 時10分

~1 時40分

午後2 時

~2 時40 分

午後3 時20分

~4 時
下矢切
立 身 台 公 園

大 橋
本源寺

秋 山
塵国寺

松 戸3 丁 目
公園

金曜日は車両整備､書架整理のために運休します｡

良好な住居環境を保護するために

第
一

種
住
居
専
用
地
域
(
都
市

計
画
)

市
の
都
市
計
画
に
お
い
て
、

市
全
体
（
六
千
百
二
十
㌶
)
の

約
七
三
％
を
市
街
化
区
域
と
定

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
別
に
第

一
種
住
居
専
用
地
域
・
第
二
種

住
居
専
用
地
域
・
住
居
地
域
・

近
隣
商
業
地
域
・
商
業
地
域
・

凖
工

業
地
域
・
工

業
専
用
地
域

の
七
つ

に
区

分
し
て

い
ま
す
。

現

在
、
第
一
種
住
居
専
用

地

域
は

市
街
化
区
域

の
約
四

五
%

、

千
九
百
九
十
三
㌶
で
す
。



(仮称)

六高台市営住宅入居者募集

申し込みは12 月19日(月)~24日(土)

建
築
中
の
(
仮
称
)
六
高
台
市
営
住
宅

マ
所
在
地
上
(

高
台
九
丁
目
四

一
番
地

▽
募
集
戸
数
=
・
第
一
種
三
十
戸

、

第
二
種
九
十
戸

マ
申
込
用
紙
配
布
期
間
こ
十

二

月
十
二
日

将

了

二
十
四
日

壬
)
土
曜
日
の
午
後
と
日

曜
日
は
除
除
き
ま
す
〕

マ
配
布
場
所
=
・
住
宅
課
市
役

所

新
館

八
階
)
、
各
支
所

▽
申
込
受

付
期
間
=
十

二
月
十

九
日

将

了

二

十
四
日

呈
)

三

十
四
日
は
正
午
ま
で
〕

マ
受
付
場
所
・・・
市

役
所
本
館

二

階
大
会
議
室

斑
住
宅
の
種
類
、
入

居
資
格
な

と
は
次
回
十
二
月
五
日

号
の

「
広
報
ま
つ
ど
」
で

紹
介
し

ま
す
。

駐
車
場
が
狹
い
た
め
、
車
で

の
来
庁
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

マ
詳
細
…
住
宅
課
公
営
住
宅
係

着々と進む下水道整備事業

下水進

整備事業

１

２

月

１

３

日

か

ら

新
た
な
受
益
者
員

担
金
対
象
区
域

の

説

明

会

を
開
催

下
水
道
は
、
快
適
な
生
活
環
境
を
守
り
、
川
や
海

の
水
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
す
。

一
日
も
早
く
下
水
道
を
整
備
す
る
た
め
に
、
直
接

利
益
を
受
け
る
皆
さ
ん
に
「
受
益
者
負
担
金
L
を
負

担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
六
十
四
年
四
月
か
ら
、

新
た
に
負
担
金
の
賦
課
区

域
に
な
る
地
域
の
皆
さ
ん

に
、
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
ご
参
加
下
さ
い
。

市
で
は
、
毎
年
計
画
的
に
下
水

道
整
備
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
下
水
道
整
備
事
業
に

は
、
長
い
年
月
と
膨
大
な
費
用
が

掛
か
り
ま
す
。

現
在
、
松
戸
市
の
下
水
道
普
及

率
(
下
水
道
が
使
え
る
地
域
の
人

口
割
合
)
は
三
四
%
で
、
全
国
平

均
三
九
%
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
る

状
況
で
す
。

来
年
度
か
ら
始
ま
る
第
四
次
総

合
五
か
年
計
画
で
は
、
下
水
道
普

及
率
五
〇
%
を
目
標
に
し
、
下
水

道
整
備
事
業
を
引
き
続
き
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

受
益
者
負
担
金

下
水
道
を
建
設
す
る
費
用
は
、

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
や
市
費
吊

債
、
税
)

と
、「
受
益
者
負
担
金
」

で

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
は
、
下
水
道
が

整
備
さ
れ
る
こ
と
で
土
地
の
利
用

価
値
が
高
ま
る
た
め
、
直
接
そ
の

利
益
を
受
け
る
土
地
の
所
有
者
(
ま

た
は
権
利
者
)
に
も
、
建
設
費
用

の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
こ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

一
日
も
早
く
下
水
道
を
建
設
す

る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が

不
可
欠
で
す
。

受
益
者
負
担
金
は

一
平
方
㍍
当
た
り
七
百
円

受
益
者
負
担
金
制
度
の
対
象
と

な

る
の

は
、
枝
線
整
備

事
業
で
す

。

江
戸

川
左

岸
流
域
下
水
道
と
手

賀
沼
流
域
下

水
道
の
幹
線
は
、

県

が
整
備
し
ま
す

。

市
で
は

、
そ

の
幹
線
に
公

共
下

水
道
汚
水
幹
線
か
接
続
し
、
各
地

域
に
枝
線
を
つ
く

っ
て
い

ま
す
。

こ
の
枝
線
整

備
事
業
に

掛
か

る

費
用
の
約
四
分
の

一
が
、
対
象
と

な
る
区
域
(
負
担
金
賦
課
区
域
)
の

皆
さ
ん
の
負
担
金
と
な
り
ま
す

。

負
担
金
の
額
は

、
一
平
方

び
当

た
り
七
百
円
で

、
三

年
間
(

年
四

期
)

で
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

毎
年
、
負
担
金
賦

課
区

域
を
拡

大
し
て
下

水
道
整
備
を
進
め

ま
す

。

説
明
会
に
ご
参
加
を

六
十
四
年
四
月
か
ら
負
担
金
賦

課
区
域
と
な
り
ま
す
、
下
表
の
各

地
域
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

マ
詳
細
=・
計
画
業
務
課
業
務
係

説 明 会 の 日 程
期日 時間 会 場 受 益 者 負 担 金 対 象 区 域

12/

13(火)

午

後

6

時

か

ら

小 金 北 小

体育館

大 金平( 二丁目 ・三丁目 ・四丁目 一五 丁目 の各一 部)、中金杉( 三 丁目 ・四丁目の
各一 部)、大谷口( 字中 郷・達磨・外番場 ・本城の各一部、根 郷屋) 、新松戸( 一丁

目の一 部)、幸谷( 字山ノ 下)、殿平賀( 字慶 林寺台 ・慶林寺後 ・向山 ・駒形下・原
ノ山の 各一 部)、東平賀( 字仲通の一部)

14(水)
小 金 小
体 育 館 小金清志町(三丁目の一部)、小金(字天王脇、西の一部)、上総内

15(木)
馬 橋 小
体 育 館

三村 新田( 字屋敷耕地の一 部)、馬橋( 字餅田 ・中 道北割・上相川の各一 部)

16閨 三中体育 館 八ヶ崎(字大北化・堀込の各一部)

19(月)
北 部 小
体 育 館

竹ヶ 花( 字宮町 ・清水下 ・花島谷・拾石の各一 部)、吉井町、小根本( 字久保の一

部)
、南花 島( 二丁目 、字辰ノ 子・中町の各一 部、曽 根田、五反田、 前谷 、下萩)、
栄町(一丁目の一部)、古ヶ崎の一部、古ケ眄(二丁目の一部)

20(火) 一中格 技場
松戸( 字白山 ・東美野の各一 部、貝台) 、岩瀬( 字 鍛治塚の一部) 、胡録台( 字宮下
の一 部)、野菊 野の一部、松戸 新田( 字宇平治郎屋 敷・毛無山の各一 部)

21(水)
南部小
体育館

上矢切( 字 菰田 、杉山、勢至 下、芝原、川端道)

22困
クリーンセンター

3 階会議 室
高柳新田( 字大 作の一部)

対象者 には説明会までに案内 状と申 告書を郵 送し ます。当日 は スリッ パをご 持参下さい。

第
6
回

明
る
い
社
会
づ
く
り

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
決
ま
る

第
六

回
明
る
い
社
会
づ
く
り
ポ

ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
が

決

ま
り

ま
し

た
。

今

回
、「
思
い
や

り
」
を
テ
ー
マ

に
、
市
内
小
・
中
学
校
か
ら
募
集

し
た
と
こ
ろ

、
四

千
二
百
五
十
六

点
の
応
募
が
あ
り
、
県
に
お
い
て

は
百
八
十
六
点
が
入
賞
さ
ら
に

松
戸
市
の
特
別
賞
と
し
て
、
次
の

二
十
七
点
が
決
ま
り
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
、
十
一
月
二
大

貝

月
)
上
一
平

貝

水
)の
間
、
市

役
所

一
階
の

新
館
・
本
館
連
絡
通

路
に
展
示
さ
れ

ま
す

。

松

戸

市

の

入

賞

作

品

マ
市
長
賞
…
田
村
佳
未
（
大
橋
小
)

鈴
木
麻
矢
(

牧
野
原

中
)
、
西

川

縁
(
松
飛
台
第
二
小
)

、
鈴

木
智
恵
(

河
原
塚
中
)

、
西
田

百

不
(
和
名

ヶ
谷
小
)

マ

市
議
会
議
長
賞
=
・
渋

谷

朋

美

(
矢
切
小
)

、
谷
口
佳
代
(

新

松
戸
西

小
)

、
長
岡
淳
子
(

牧

野
原
中
)

、
保
立
一
志
(

第
五

中
)

、
稲
垣
け
い
子

・
永
倉
恵

子
(

河
原

塚
中
)
、
鯉
渕
桂
(

栗

ヶ
沢
小
)

マ
教
育
長

賞
・
=
長
尾
圭

挙

薪

松

戸
西
小
)
、
杉
山
貴
（
八
ヶ
崎

小
)

、

川

尻

優

子
(

常

盤

平

第

一
小
)

、

大

石

桂
子

・

齊

藤

裕

子
・
上
田
浩
司
(
第
一
中
)
、

土

居

千

春
(

稔

台

小
)

、
加

藤

恵

子
(

北

部

小
)

、

満

園

眞

木

(
牧

野

原

中
)

、
佐

藤

友

香
(

第

四

中
)

》
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞
…
渡
辺

聡

美
(

新

松

戸

南

小
)

、
湯

浅

さ

と
み
・
伊
藤
利
恵
(
河
原
塚
中
)
、

青
砥
由
佳
貝
の
花
小
)
、
奥

田

志

帆
(

横

須

賀

小
)

=
敬
称
略

マ

詳

細
・

明

る
い

社

会

づ

く

り

松

戸

推

進

協

議

会

事

務

局

雲
6
5
-

7
3
8
9

番

市役所での授賞式

巡回経営・融資相談

日時…12月7 日(水)午前10時

30分~午後3 時30分

会場・‥六実支所

相談内容…経営および融資全

般

相談者…中小企業経営コンサ

ルタント・商工課融資係

費用…無料

詳細…商工課振興係

障害者に理解を

心のふれあいを大切に

放送大学

64年度第1 学期学生募集

募集人員…全科履修生( 卒業

をめざす)=7,000 人, 選科

履修生・科目履修生・特修生

= 計10,000人

出願受付け…12月1 日(木)~

64年1 月31日(火)

授業開始…64年4 月1 日(上)

願書の請求…ハガキで〒260

千葉市若葉2-11 放送大学本

部(登0472-76-5111 番)へ。

無料で送付します。

新年のあいさつは

年賀名刺交換で

年 賀名刺は、名簿式の小冊子

に申込者の職業・氏名・住所・

電話番号を印刷し、年始めに申

込者にお送りするものです。

l〉対象…市民または市内に勤務

する人ならどなたでも

【〉費用…600 円

【〉申込み…11 月30 日( 水) までに、

秘書課・各支所に備え付けの

申込書に費用を添えて、秘書

課または各支所へ

【〉詳細…秘書課

図
書
館
小
金
原
分
館

が
休
館

小
金
原
分
館
は
、
市
民
セ
ン
タ

ー
改
修
工
事
に
よ
り
、
十
二
旦

日
か
ら
六
十
四
年
二
月
二
十
八
日

ま
で
休
館
し
ま
す

。

マ
詳
細
・
:
市
立
図
書
館
一
一
6
5
1
5

1
1
5

番

遺児手当

該
当
す

る
人

は
早

め
に
/
・

申
請
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

マ

受
給
資
格
・
=
本
市
に
居
住
し
、

父
母
ま
た

は
父
母
の

一
方
と
死

別
し
た

義
務
教
育
終
了

前
の

遺

児
を
扶
養
し
て
い

る
人

マ
手
当
額
・
=
両
親
と
死
別
し
た
遺

児
・
月
額
八
千
五
百
円

、
父
母

の
一
方
と
死
別
し
た
遺
児

・
月

額
四
千
五
百
円

マ
支
払
い
月
…
四
月
・
八
月
・
十

二
月
の
各
十
日
以

降

申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
=
・

①
印
鑑
（
認
印
)
②
住
民
票
(
遺

児
を
含
め
た
扶
養

者
世

帯
全
員

の
も
の
)
③
遺
児
の
戸
籍
謄
本
④

申
請
者
の

市
内
金
融
機
関
(

郵

便
局
は

除
く
)

の
普
通
預

金
通

帳詳
細

・
援
護

課
援
護
係



市長の窓

正

式
に
は
、
「
小
金
北
地
区

婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
」
と
申
し
ま

す
。同

ク
ラ
ブ
は
、
赤
坂
会
長
以

下

二
十
名
の
会
員
を
擁
す
る
防

火

ク
ラ
ブ
で

す
が
、
去
る
六
月

千
葉
県
消
防

協
会
か
ら

十
月
二

土
（

日
に
開
催
さ
れ

る
、「
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操

法
全
国
大
会
」
に
出
場
す

る
よ

う
推
薦
さ
れ

ま
し
た

。

隊
員
は

、
赤
坂
会
長
が
ク
ラ

ブ
会

員
の

中
か
ら
七

名
を
指
名

し
、
訓
練
を
始
め

る
こ

と
に

な

り
ま
し
た
。

九
月
末

、
全
国
大

会
出
場
に

向
け
て

、
消

防
関
係
者
、
町
会

長

さ
ん

を
始
め
こ
の

運
動
を
応

援
す

る
各
団

体
の

代
表

の
方
々

が

集
ま
り

、
激
励
の
た

め
結
団

式
が
挙
行

さ
れ
ま
し

た
。

そ
の

際
、
彼
女
達
の
訓
練
の

成
果

が
一
部
披
露

さ
れ
ま
し

た
。

部
隊
訓
練
な

ど
、
き
び
き
び
し

て
整
然
と
し
て
お
り
、
感
激
し

た
私
は
、
一
度
そ
の
訓
練
の
現

場
を
見
た
り
、
苦
労
話
も
あ
る

だ
ろ
う
か
ら
そ
れ
を
聞
い
て
み

た
い

と
思
い

ま
し
た
。

そ
し
て

、
十
月
の
初
め
、
八

ヶ
崎
消
防
訓
練
場
で

、
そ
の
機

会
を
得
る
こ

と
が
で

き
ま
し
た
。

部
隊
訓
練
に

お
け
る
号
令
、

敬
礼
の

仕
方
、
整
列
し
た

姿
勢
、

態
度
な
ど
全
く
立
派
で
し
た
し
、

可

搬
ポ
ン

プ
か
ら

目
的
の
場
所

ま
で

ホ
ー
ス
か
敷

く
と
と
も
に
、

放
水
も
大
変
敏
速
で
、
堂
に
入

っ
て
い

ま
し

た
。

平
均
四
十
九

歳
の

隊
員
に
し

て

、
よ
く

ぞ
こ
こ

ま
で

成
果
を

挙
げ
得
た
も
の

だ
と
深
く

感
銘

い
た
し
ま
し
た
。

彼
女
達
は
、
勿
論
家
庭
の
主

婦
で
昼
間
仕
事
か
痔
つ
方
々
も

居
り
、
互
い
に
時
間
を
都
合
し

て
連
日
訓
練
に
励
ん
で
来
た
そ

う
で
す
。
雨
の
日
は
小
金
消
防

署
の
車
庫
の
中
で
訓
練
を
続
け

た
そ

う
で

す
。

好

き
な
テ
ニ
ス

や
バ
レ

ー
ボ

ー
ル

を
返
上
し

た
方
も
い

る
由
、

指
揮

者
の

佐
川

さ
ん
の

よ
う
に

俔
家
に
帰

っ
て
か
ら
も

、
お
子

さ
ん

達
の

前
で

号
令
か
掛
け

る

練
習
を
し

た
そ

う
で

す
。
会
長

さ
ん
は
、
大
会
が
終
わ
る
ま
で

コ
ー
ヒ
ー
を
断
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。
家
庭
の
主
婦
が
連
日
こ
の
よ

う
な
訓
練
に
参
加
す
る
に
は
、

何
よ
り
も
そ
れ
ぞ
れ
の
御
家
庭

の
理
解
が
必
要
で
す
。

彼
女
達
は
、
今
ま
で
の
全
国

大
会
の
ビ
デ
オ
を
冢
に
持
っ
て

行
っ
て
御
家
族
に
お
見
せ
し
た

り
、
又
は
、
自
分
達
の
訓
練
の

模
様
も
ビ
デ
オ
に
と
っ
て
御
主

人
に
見
て
い
た
だ
い
た
り
し
て

自
分
達
が
何
の
目
的
で
ど
の
よ

う
に
励
ん
で
い
る
か
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
よ
う
努
力
も
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

卒
直
に
言
っ
で
、
馴
れ
な
い

訓
練
は
辛
い
こ
と
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

激
し
い
訓
練
で
足
が
痛
く
な

つ
て

も
痛
い

と
も
言
わ
ず
、
頭

の

中
で

は
わ
か
っ
て

い
て

も
身

体
が
つ
い
て

い
け

な
く
て

思
わ

ず
涙
を

流
し

た
こ
と
も
あ
る
そ

う
で
す

が
、
赤
坂
会
長
さ
ん
は
、

今
ま

言

度
も
不
満
を
闃
い

た

こ
と

が
な
い
と

仰
っ
て

い
ま
し

た
。隊

員
の
気
持
ち
が
正
に

一
つ

に
な
っ
て

い
る
証
左
だ
と
存
じ

ま
す
。

彼
女
達
は
、
全
国
大
会
へ
の

出
場
に
先
だ
つ
十
月
十
七
日

県

庁
に

招
か
れ
、
私

も
同
席
の

下
、

沼
田

知
事
か
ら
激
励
を
受
け
ま

し

た
。

十
月
二
十
六
日
の
大
会
で
は

、

優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し

た
。人

の

生
涯
に
お
い
て
、
彼
女

達
の
よ
う
に
一
つ
の
目
的
に
結

集
し
て

精
進
で

き
た
こ
と
は
、

何
と
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
し

ょ

私
は
心
か
ら
亘

肘

言
葉
を

贈
り

た
い

と
存
じ
ま
す
。

小
金
婦
人
消
防
隊

宮
間
満
寿
雄

市長から表彰状を手渡される小金婦人消防隊

火災

シー

ズン

到来

守れ
大切な命

財
産

11/2

6

12/2

秋
野
火
災
予
防
運
動

そ
の
火
そ
の
時
す
ぐ
始
来

火災が多くなる季節です。火の取り扱いには十分注意を

日
ご
と
に
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、
火
災
が
多
く
な
る
季

節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

市
内
に
お
け
る
九
月
末
ま
で
の
火
災
件
数
は
、
昨
年
よ

り
六
件
多
い
百
二
十
八
件
に
上
り
、
死
傷
者
も
二
十
三
人

（
死
者
四
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
原
因
の
ト
ッ
プ
は
「
油
な
べ
火
災
」
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
被
害
が
大
き
く
な
る
「
ス
ト
ー
ブ

火
災
」
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

今
年
一
月
か
ら
九
月
末
ま
で
の

松
戸
市
の
火
災
は
、
昨
年
の

同
時

期
に
比

べ
、
六
件
も
多
い
百
二
十

八
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

家
な
ど
生
活
の
場
を
失

っ
た
人

も
百
一
世
帯
、
二
百

九
十
五
人
で

、

死
傷
者
も
二
十
三
人
（
う
ち
死

者

は
四
人
）
に
上
っ
て
い
ま
す

。

そ
の
被
害
額
は
、
二
億
二
千
八

百
十
万
円
で
、
昨
年
よ
り
一
億
九

十
万

六
千
円
も
上
回

っ
て

い
ま
す

。

こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
と
と

も
に

、

暖

房
器
具
や
火
を
使
う
機
会
が
多

く
な

り
、
火
災
も
多
く

な
り
ま
す
。

ち

ょ
っ
と
し

た
不
注
意
で

、
大

切
な

命
や
財
産
を
失
い
、
他
人
に

ま
で

迷
惑
を
か
け
て

し
ま
う
の
が

火
災
な
の
で
す
。

火

災

原

因

の

ト

ッ

プ

は

油

な

べ

火

災

」

火

災
原
因
で

、
一
番
多
い

の
が
、

油
な

べ
に

火
が
入

る
こ
と
で

、
二

十
二
件
あ
り
ま
し
た

。

「
油

な
べ
火
災
」
は

、
年
々

増
加

し
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
冷
凍
食
品
の

普
及
な

ど
が
、
主
な
原
因
と
考
え

ら
れ
ま

す
が
、
油
な

べ
を
そ
の

ま
ま
火
に

か
け
て

お
く
と
、
油
自

体
が
燃
え

上
が
っ
て
し
ま
う
か
ら
な
の
で
す
。

電
話
や
来
客
の
時
は

、
一
度
火

を
消
し
て
か
ら
応
対
し
ま
し
ょ
う

続
い
て

多
い
の
は
、

た
ば
こ

の

火
の
不
始
末
の
十
四
件

、
た
き

火

・
子

供
の
火
遊

び
が
九
件
、
ス

ト
ー

ブ
の
取
り
扱
い
原
因
が
七

件
と
な

っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
使
用
が
多
く

な
る
石

油
ス
ト
ー
ブ
か
ら
の

出
火
は

、
大

き
な
火
災
に
な
り

が
ち
で
す

。

特
に
、
取
り
扱
い
に
注

意
し

、

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し

ょ
う

。

①
火
を
つ
け
た
ま
ま

、
給
油
し
た

り
、
持
ち
運
ば
な
い

②
ふ
す
ま
や
力
ー
テ
ン
の
そ
ば
に

は
置
か
な
い

③
お
出
か
け
前
や
お
や
す
み
前
は
、

必
ず
火
の
確
認
を
す
る

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
、
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
す
火
災
。

家
族
ぐ
る
み
、
職
場
ぐ
る
み
で

火
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
を

し

ま
し

ょ
う
。

マ
テ

レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
・
＝
火
災
状

況
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
に

、
ご

利
用
下

さ
い

。

登
6
2－
0
1
1
9

番

火

災

予

防

ポ

ス

タ

ー

展

開

催

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
市
内

の
小

学
四

年
生
の
防
火
ポ
ス
タ

ー

作
品
展
を
右
の
と
お
り
行
い
ま
す

み

な
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え

、
ご
覧
下

さ
い
。

※
火
災

予
防
の

相
談
は
、
最
寄
り

の
消

防
署
に

問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

マ
詳
細
＝
消
防
局
救
急
防
災
課
四

6
3－
1
1
1
1

内
線
ｎ
乙
１

４
番

火災予防ポスター展

学 校 名 展 示 場 所

相模台小 ・和名ヶ 谷小 ・松
ヶ丘小 ・上本郷第二小 ・稔
咎小 ・上本郷小

イト ーヨ ーカ堂

松 戸 店

中部小・古ヶ崎小・北部小 伊 勢 丹 松 戸 店

新松戸西小･新松戸南小・旭町
小･幸谷小･馬橋小一新松戸北小
･横須賀小・馬橋北小

ダイエー
新 松 戸 店

小金北小 ・小 金小
協 和 銀 行
北 小 金 支 店

八ヶ崎第二小・八ヶ崎小 マツモト キヨ シ
ハヶ崎店

根木内小・貝の花小
東 急 スト ア ー
小 金 原 店

常盤平 第一小 ・常盤平第二

小・高木小 ・牧の原小
西 友 常 盤 平 店

常盤平 第三小 ・河原塚小 ・
東部小

イト ーヨ ーカ堂
八 柱 店

松飛台 第二小 ・金ヶ 作小
イト ーヨ ーカ堂

五 香 店

六実小 ・六実第二小 一六実

第三小 ・高木第二小

マツモト キヨ シ

六 実 店

梨香台小
東 部 市 民
セ ン タ ー

大橋小 ・柿の木台小
ライフストアー松戸

二 十世紀が丘店

計 38校 12ヵ 所

期間…11月26日(土)～12月２日(奎)

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

11月

12月

・
第
二
十
四
回
丹
青
会

水
墨
画
展
…
十
一
月
二
十
日
ま
で

菽

水
書
人
社

・
瑞
松

書
道
会
ジ
ュ
ニ

ア
展
…
十
一
月
二
十
日
ま
で

・
乾
芳
伯
（
辰

治
）
陶
芸
の
あ
ゆ
み
展
＝
十

一
月

二
十
四
日
～
二

十

七
日

・
児
童
美
術
展

（
矢

切
児
童
美
術
研
究
所
）
・
こ
十
一
月
二
十
四
日
～

二
十
七
日

書

名
画
家
と
松

戸
在
住
画
家
に
よ
る
色
紙
展
…
十
一
月
三
十
日
～

十
二
月
四
日

百
和
会

水
墨
画
展
・
＝
十
二
月
一
日
～
四
目

開
館
時
間
は
月
曜
・
祝
日
を
除
く
毎
日
午
前
十
時
～
午
後
六
時

初
日

お
よ

び
最
終
日

に
は
変
更
も
あ
り
ま
す
。

（
文
化
ホ

ー
ル

公
6
7－
7
8
1
0

番
）

映
画
と
人
形
劇
お
は

な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

（
入

場
無
料
・
三
～

九
歳
く
ら
い

が
対

象
）

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
で
ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」昔
6
3－

９
９
９
９
番

十
二
月

四
日

お
は
な
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
鄂

二
十
五
日

十

一
月
二
十
四
日

期

日

青

少

年

会

館

馬

橋

市

民

セ
ン

タ

ー

小
金
原
市

氏
セ
ン

タ
ー

会

場

午
前
十
時
～
午
後
二

時

午
後
三

時
～
四

時

時

間

※
定
員
に

な
っ
た
場
合
は
、
入
場
を
お
断
り
し
ま
す

。

マ

詳
細
＝
市

立
図
書
館
＆
6
5
1
5
1
1
5

番

中小企業倒産

防止共済制度

共済金貸付額…積立掛金総額

の10 倍以内( 最高3,200 万円)

無担保・無保証人・無利子

一時貸付金制度あり

税法上の特典…法人＝損金，

個人＝必要経費

加入条件…引き続き１年以上

事業を行っている中小企業者

掛け金…毎月5,000円～80,000

円(5,000 円単 位)

詳細…商工会議所2564  ― 3111

番

県立養護学校職員の募集

募集予定校…県立野田養護学

校（野田市鶴奉147-1)

職種…介助員・用務員・調理

員 一運転手

定員…若千名

応募資格…昭和24年４月２日

以降に生まれた人

詳細…県教育庁義務教育課人

事係S0472 ―23 ―4041番

明るい笑顔

明るい社会
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年度

決算

概要

第
三
次
総
合
五
か
年
計
画
の

完
遂
を
め
ざ
し

て

積
極
的
な
諸
施
策
を
着
実
に
実
施

緒政策の概要

一

般

会

計

昭
和
六
十
二
年
度
の
決
算
額
は

、

歳
入

七
百
七
十
六
億
五
千
八
百
三

十
四
万

九
千
九
百
十
一
円

、
歳
出

七
百

四
十
七
億
七
千
七
百
五
十
四

万

二
千
二
百
八
十
八
円
で

、
前
年

度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
は
三

・
一
%
、
歳
出
一
三
・
三
%
の

伸
び
率
と
な

っ
て
い
ま

す
。

財

源

の
6
6
・
2
%

が

市

税

収

入

歳
入
面
で
は

、
市
税
収
入

沢

六
・
二
%
)
が
ト
ッ
プ
で
、
続
い

て

国
の
補

助
金

、
市
債
の
順
で
す
。

ま
た

、
歳
出
の

全
体
構
成
比
で

は
、
土
木
費
(

二
五

・
五
%
)

、

民
生
費
(

一
五

・
六
%
)

、
教
育

費
(

一
四

・
五
%
)

の
順
で

、
市

民
生
活
を
よ
り
豊
か
に

す
る
事
業

に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で

い
ま
す
。

六
十
二
年
度
は
、
第
三
次
総
合

五
か
年
計
画
の
第
四
年
目
と
し
て

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
諸
施
策
を

積
極
的
に
推
進
し
、
そ
の
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特

別

会

計

お

よ

び

企

業

会

計

昭
和
六
十
二
年
度
の
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
ほ
か
、
六
特
別
会

計
の
決
算
額
は
、
歳
入
三
百
九
十

九
億
一
千
九
百
一
万
七
千
七
百
四

十
五
円
、
歳
出
三
百
八
十
二
億
九

千
五
百
二
十
万
八
千
九
十
二
円
で
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
は

七
・
六
%
、
歳
出
は
七
・
一
%
の

伸
び
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
会
計
は
、
収
益
的
収
入
と

資
本
的
収
入
の
合
計
で
百
二
十
四

億
四
千
五
十
一
万
三
千
百
六
円
、

収
益
的
支
出
と
資
本
的
支
出
の
合

計
で
百
二
十
六
億
七
千
六
百
六
十

万
七
千
三
百
三
十
四
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

▽
詳
細
・・・
財
政
課

昭和62 年度市税の住民負担状況

(単位: 円)

1 世帯当たり 1人当たり

市 民 税 212,053 7?,944

固定資 産税 83,453 28,707

都市 計亘税 16,276 5,599

そ の 他 28,646 9,854

合 計 340,428 117,104

62年度一般会計決算状況
(歳 入)776 億5,834万9,911円( 単位: 円)

科 目
予算現額 収 入 済 額

金 額 構成比(%)

1 市 税 51,000,001,000 51,421,001,883 66.2

2 地 方 譲 与 税 590,000,000 614,383,000 0.8

3 娯 楽 施 設 利 用 税交 付 金 14,000,000 18,798,395 0.0

4 自 動 車 取 得 税 交 付 金 620,000,000 694,982,000 0.9

5 地 方 交 付 税 1,293,012,000 1,297,470,000 1.7

6 交通安全 対策特別交付税 ア5,000,000 100,417,000 0.1

7分担金及び負担金 1,078,466,000 1,092,595,857 1.4

8 使 用 料 及 び 手 数 料 1,482,030,000 1,555,3 几054 2.0

9 国 庫 支 出 金 7,049,436,000 6,752,405,164 8.7

10県 支 出 金 2,286,222,000 2,116,314,778 2.7

財 産 収 入 702,540,000 922,585,566 1 、2

12寄 付 金 55,147,000 55,147,515 0.1

13繰 入 金 18,544,000 18,543,000 0.0

14繰 越 金 3,255,909,000 3,255,909,214 4.2

15諸 収 入 1,フ66,258,000 2,023,585,485 2.6

16市 債 5,フ64,400,000 5.718,900,000 フ.4

合 計 77,050,965,000 77,658,349,911 100.0

(歳 出)747 億7,754万2,288円( 単位: 円)

科 目 予 算 現 額
支 出 済 額

金 額 構成比(%)

1 議 会 費 643,969,000 635,527,590 0.9

2 総 務 費 10,470,949,196 10,342,372,520 13.8

3 民 生 費 12,150,152,621 11,643,568,222 巧.6

4衛生費 9,579,406,000 9,401,338,033 12.6

5労働費 81,761.000 75,643,082 0.1

6農林水産業費 370,230,000 359,358,204 0.5

フ商 工 費 气02フ,427,420 1.000,010,336 1.3

8 土 木 費 19,884,666,150 19.028,182,973 25.5

9 消 防 費 3,080,768,000 3,058,019,440 4.1

10教 育 費 11,067,655,406 10,869,541,369 14.5

11災害復旧費 809,664,000 フフ0,371,333 1.0

12公 債 費 7,245,895,000 フ,214,728,766 9.6

13諸 支 出 金 378,882,000 378.880,420 0.5

14予備費 259,539,207 0 -

合 計 フフ,050,965,000 74,777,542,288 100.0

62年度特別会計決算状況( 単位: 円)

会 計 名 予 算 現 額 収 入 済 額 支 出 済 額

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

13,142,269,000 13,410,586,852 12,909,396,753

松戸競輪
特 別 会 計

10,324,585,000 9,414,323,905 8,922,299,226

下 水 道 事 業
特 別 会 計

8.345,151,000 8,144,677,854 7,806,640,934

公設地万 卸売 市場
事 業 特 別 会 計

389,907,000 397,437,155 379,153,238

松戸市営白 井聖地
公園事業 特別会計

482,305,000 651,947,583 462,788,738

老 人 保 健 事 業
特 別 会 計

8,037.885,000 7,581,350,611 7,559,287,423

駐 車 場 事 業
特 別 会 計

270,319,000 318,693,785 255,641,780

合 計 40,992,421,000 39,919,017, フ45 38,295,208,092

62年度企業会計決算状況( 単位: 円)

区 分 予 算 現 額 決 算 額

病

院

事

業

収 益 的 収 入 9,000,176,000 8,839,677,151

収 益 的 支 出 9,000,リ6,000 8,816,462,049

資 本 的 収 入 1,431,625,000 1,432,311,241

資 本 的 支 出 1,953,202,000 1,901,924,980

水

道

事

業

収 益 的 収 入 1,522,357,000 1,591,929,098

収 益 的 支 出 1,232,125,000 1,219,344,358

資 本 的 収 入 279,340,000 285,018,600

資 本 的 支 出 421,845,905 414,533,814

土
地
区
画
整
理
事

業

収 益 的 収 入 178,921,000 179,234,494

収 益 的 支 出 211,672,000 204,796,457

資 本 的 収 入 96,972,000 112,342,522

資本的支出, 122038000 119545676

収入金額が支出額に不足する額は、内部留保資金で補てんしますO

馬橋小学校に導入されたコンピューター

競輪事業収益金の使途状況

民生費10(),000千円

土 木 費226, 〔〕00干 円

教 育 費100,000 千 円

計426,000 千 円

昭和63年3 月31日現在

人 口439,106 人

世帯数151,048 世帯 敬老 おこづかい支給費

1億2,015 万5,000 円

ねたきり老人福祉手当

2,715 万5,700 円

民間保育所関係経費

2(S6,567 万419円

市 民センタ ー建設事業

2f;S6.763万4,12 罪 」

父母負担軽減対策費

3,866万1,093円

図書館図書等購入事業

4,974万7,795円

埋蔵文化財調査関係経費

1,784万5,715円

学校体育施設開放関係経費

2,245万1,610円

耐震性貯水槽新設事業

1.325万円

防火水槽新設工事

3,509万円

消防車両整備事業

6,236万円

災害復旧

費春木川・紙敷川河川災害復

旧事業及び春木川河川等災

害関連事業

7億1,895万8,333円

土木費

道路舗修事業

10億6,642万7,803円

道路新設改良事業

12(5:5,427万2,632円

河川整備事業

5億2,793万4,394円

都市計画街路事業

18億7、363万1,968円

公園建設事業

7億9,572万5,135円

21世紀の森と広場建設事業

19億2,232万6、324円

排水路整備事業

37億9,599万8,730円

市営住宅建設事業

12億5,021万8,876円

労働費

日雇労働者賃金

稍6万8,441円

退職金共済掛金補助金

408万356円

商工費

金融対策関係経費

5億4,473 万2,499 円

共 同施設設置関係経費

4,838 万7,800 円

農林水産業費

病害虫等防除関係経費

2,899 万1,981 円

農 業振興資金融資関係経費

lfS6,506 万1,854 円

消防費

消防訓練センター建設事業

1億2j69 万5、200円

衛生費

老人保健事業

1億6,028万3,939円

救急医療対策事業費

1CS3.531万8,889円

各種予防接種事業

115706万8,941円

塵芥収集委託料及び再資源

化等事業

10億3,414万6,008円

ごみ圧縮施設整備事業

10億2,459万6、800円

し尿収集委託事業

3億1,586万8,028円

教育費

小学校施設整備事業

18億6,007 万8,443 円

中学校施設整備事業

10億8,710 万1,927 円

幼稚園振興事業費

3(5:1,371万6,800 円

総務費

交通安全施設整備事業

1億1、347万1,566円

自転車放置防止対策事業

9,647万756円

稔台駅南口第一自転車駐車

場建設事業

6,Ⅲ 訌 圄yl」

小金城址駅自転車駐車場建

設事業

775万円

民生費

難病者援護費

4,914 万6,000 円

重度心身障害者医療援護費

6,471 万5,450 円

特別障害者手当等給付費

6,062 万5,70〔〕円

身体障害者通所授産施設関

係経費

1億8,699 万8,10 引I」

特別養護老人ホーム及びデ

イサービス施設建設費補助

金

9,104 万5,000 円

63
年度
４月
～９
月
４月
～９
月

予算執行状況
一般会計収入執行率歳入48.2%……歳出37.2%

昭和63年度上半期(4 月1 日~

9 月30日) の予算執行状況と昭和

62年度決算の概要をお知らせしま
す。

快
適
な
市
民
生
活
を
目
指
し
て

一
般
会
計
予
算
7
6
9

億
5

、
6
4
9
万
円

昭

和
六

十
三

年
度
の
当
初
予
算

は
七
百
二

十
五

億
円
で

し
た
が
、

九

月
に

補
正

を
行
い
ま
し
た
の
で

、

予
算
現
額
は
七
百

六
十
九
億
五
千

六
百
四

十
九
万

二
千
円
と
な

っ
て

い

ま
す
。

予
算
の

執
行
状
況
は
、
歳
入
四

八

・
二
%

、
歳
出
一
毛

・
二
%

と

な
っ
て

い
ま
す
。

今
年
度
は
第
三
次
総
合
五
か

年

計
画
の
最
終
年
次
に
あ
た
り
ま
す

の
で

、
「
市
民
福
祉
の
確
立
」「
文

教

都
市
の

確
立
」「
市
民
生
活
の
碓

立
」「
生
活

環
境
の
確
立
」「
都
市
環

境
の
肥

立
」
な
ど
の
諸
施
策
の
完

遂

を
目
指
し
て

努
力
し
て

い
ま
す

。

今
後
も
、
市
民
の

皆
さ
ん
の

ご

理

解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

特

別

会

計

お

よ

び

企

業

会

計

昭
和
六
十
三

年
度
の

国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
ほ
か

、
六

特
別
会

計
の
当
初
予
算
の
合

計
額
は
四
百

十
四
億

一
里
(

十
万
七

千
円
で

し

た

が
、
九
月
に

国
民

健
康
保
険
特

別
会
計

、
松
戸

競
輪
特
別
会
計
、

下
水
道

副
業
特
別
会
計
お
よ

び
松

戸
市
営
白
井
聖
地
公

園
事
業
特
別

会
計
の

補
正

を
行
い

ま
し
た
の
で
、

予
算
現

額
の

合
計
は
四

百
五
十
四

億
九
千
三
百
二

十
一
万

八
千
円
と

な
っ
て
い

ま
す
。

予

算
の

執
行
状
況

は
、
全
体
で

歳
入
三

九

こ
(
%

、
歳
出
三
六

・

七
%

に

な
っ
て

い
ま
す
。

企

業
会
計
の
九
月
末
の
予
算
現

額
は

、
収
益
的
支
出
と
資
本

的
支

出
の
合
計
で
百
四
十
五
億
六
千
九

百
十

一
万

三
千
円
と
な
り
、
予
算

執
行
状
況
は
、
歳
入
三
八

・
七
%

、

歳
出
四

九
・
五
%

で
す

。

各
企
業
と
も
健
全

な
公

営
企
業

の
経
営
に
努
め
て

い
ま
す
。

マ
詳
細
二
・
財
政
課

稔台市民センター脇に設置された自転車駐車場

地方債の現在高(63年9月3011現在)63年度特別会計予算執行状況( 単位: 千円)

会 計 名 当初予算額 4月~9月末
補正予算額

予算現額 63.4.1~
63930
収入済額蠻 63.4.1~63.9.30支出済額 ?

国保健康保険
特 別 会 計

13,168,026 606,76613,774,7925,380,97239.1j 5j256,576 38,2

松戸競輪
特 別 会 計

9,773,0872,17U59 1リ43,746 6,770叩 56.7 5,769,99248.3

下 水 道 事 業

特 別 会 計
(431,450)
8,591,060

929,914
㈲,450)
9,520,97j

(246,506)
1,905扣

(57.1)
20.0
(318,750)
1,713.276

(73.9)
18.0

公設地方卸売市場

事 業 特 別 会 計
413,607 0 413,607 201,078 48.6 198,332 48.0

松戸市営白石聖地
公園事業特別会計 537,181

375,272 912,453 213j24 23.4 204,760 22.4

老 人 保 健 事 業
特 別 会 計

8,619,770 0 8,619,7703,429,66139.8 3,390,45939.3

駐 車 場 事 業
特 別 会 計

307,876 0 307,876 133,812 43.5 140,417 45.6

合 計
(431,450)
41,410,607

4,082,611
(431,450)
45,493,218

(246,506)
18.034,182

(5川
39.6
(318,750)
16,673,812

(73.9)
36.7

壺()内は62年度予算の操り越し分です。
63年度企業会計予算執行状況( 単位: 千円)

区 分 当初予算額
4月~9月末
補正予算額

予算現額
63.4.1.~
63.9.30

収 入
支 出 済 額 警

病

院

事

業

収 益的 収入 9,305,000 0 9,305,0〔)0 4,291,873 46.1

収 益 的 支出 9,305,000 0 9,305,000 4,382,061 47j

資 本的 収 入 2,681,561 0 2,681,561 228.388 8.5

資 本 的 支出 3,286刈5 0 3,286,415 2,208,437 67.2

水

道

事

業

収 益 的 収 入 1,389,280 0 1.389,280 726,839 52.3

収 益 的 支出 1,242,601 0 リ42,601 451,342 36.3

資 本 的 収 入 226、821 0 226,821 13,975 6.2

資 本 的 支出 411,497 0 411,497 69,231 16.8

土
湊

収 益 的 収入 196,873 0 196,873 7&,314 37.2

収 益的 支出 240,80〔) 0 240,800 89,061 37.0

資 本 的 収入 1 0 1 0 -

資 本的 支出 82,800 0 82,800 4,592 5.6

収入額が支出 額に不足する 額は、内部留イ呆資金で補てんし ます、

市
有
財
産
の
現
在
高
6
3
年
９
月
3
0
日
現
在
)

基 金( 単位:干円)
一

土地開発基金3,500,000

財政調整基金4,431,500

国民年金印紙購入基金8,500

高額療養費貸付基金15,000

学童災害共済基金11

松本清奨学基金50,000

福 祉 基 金116,596

美術品等取得基金410,000

国民健康保険事業財政調整基金

1,400,000

白井聖地公園基金16,419

文化施設建設基金3,800,C00

有価証券及び出資による権利

712,395干円

土地及び建物
-

うち土地開発基金3,121.9紲

土地2,673,561,92ぽ

建物765,959.86 ぽ

車両総台数372台
一

乗用車20台,貨物車108台

消防車70台,救急車9台

軽自動車92台,その他73台

63年度一般会計予算執行状況

(歳入)( 単位:T 一円)

科 目 当初予算額
4月~9月末
補正予算額

予算現額
63.4.1~
63.9.30
収入済額

収入率

(%)
金 額 構成比(%)

1 市 税 51,800,001 1,950,000 53,750,001 69.9 29,018,501 54.0

2 地 万 譲 与 税 620,000 0 620,000 0.8 158,441 25.6

3利割交付金 370,000 0 370,000 0.5 41,361 11.2

娯楽施設利用税
4 交 付 金

14,000 0 14,000 0.0 8,069 57.6

自 動 車 取 得 税
5 交 付 税

650,000 0 650,000 0.8 348,826 53.7

6 地 方 交 付 税 300,000 △110,000 190,000 0.3 0 0.0

交 通 安 全 対 策
7 特 別 交 付 金

80,000 0 80,000 0.1 50,165 62.7

8 分 担 金 及 び
負 担 金

1,165,668 0 リ65,668 1.5 546,578 46.9

使 料 料 及 び
9 手 数 料 1,549,165 692 1,549,857 2.0 888,885 57.4

O 国 庫 支 出 金
(50皿)
5,/97,735

25,117
(50,675)
5、822,852

ア.6
(O)

1,620,621
(o、O)
27.8

1 県 支 出 金
(215,380)
2,100,637

8,093
(215,380)
2,108,730

2.7
(O)

4ア9,453
(0,0)
22.7

2 財 産 収 入 185,501 0 185,501 0.2 834,809 450.0

3 寄 付 金 1 0 1 0.0 6リ42 6,184,200

4 繰 入 金 1 307,000 307,001 0.4 14U00 47.6

25 躁 越 金
(387,358)
100,000

リ00,000
(38ア,358)
1,900,000

2.5
(H ア,358)

2,493,449

(100.0)

131.2

6 諸 収 入
(2,000)
1,924,691

453,590
(2,000)
2,37U81

3.1
㈲
365,665

(0.0)
15.4

7市債
(45,500)
5,842,600

22,000
(45,500)
5,864,600

フ.6
ぽ700)
0
(58.7)
0.0

合 計
(700,913)
72,500,000

4.456,492
(700,913)
76,956,492

100,0
(414,058)
37,062,665

(59、1)
4口

(歳出)(単位千円)

科 目 当初予算額
4月~9月末
補正予算額

予備

費充 用 額

予算現額 63.4.1~

63.9.30
支出済額

執行率

(%)
金額 構成比)

1 議 会 費 65U47 0 0 656,947 0.9 317,848 48.4

2 総 務 費 6,736,6731,320,278 21,984 8,078,93510.5 4,08≒597 50.5

3 民 生 費 12,300,768 552,744 1,065 12,854,57716.7 5,612,79543.7

4 衛 生 費 9,422,120 155,211 0 9,577,33112.4 3,506,32436.6

5 労 働 費 刀,972 0 0 77,972 0.1 37,427 48.0

6農林水産業費 372,385 0 0 372,385 0.5 218,759 58.7

7 商 工 費 1,057,442 0 325 1,057,767 1.4 716,347 67.7

8 土 木 費
(700,913)
18,耿337

1,821,259 42
㈲, ㈱
20,785,638

27.0
㈲,000)
5,429,140

(27.5)
2口

9消防費 3,60D,444 31,312 8,000 3,639,756 4.7 1,421,94939,1

10教育費 11,691,993 313,838 1,670 12,007,50115,6 3,781,74231.5

11災害復旧費 15U70 0 0 158,270 O、2 4,007 2,5

12 公 債 費 7,160,647 0 0 7,160,647 9.3 3,516,19849.1

13 諸 支 出 金
'2

2昿850 0 261,852 口 0 0.0

14予備費 300,D00 0 △33,086 266,914 0.4

合 計
(700夘)

72,500,D00
4,456,492 0

川 洲)

76,956,492
100.0
(193,000)
28,644,133

(27、5)
37、2

C) 内 は62年度予算の 繰り 越し 分です。

国保松戸市立病院附属

看護専門学校生募集

D〉募集課程…①看護料3年課程②准看護料

願書受付…①64 年1 月18日(水)~27 日(金)、

②64 年1 月25 日(水)~2 月4 日(土)

試 験日…1 次試験= ① は2 月5 日( 日).

② は2 月19 日( 日)、2 次 試験= ① は2 月

6 日(月) 、②は2 月20 日(月)

D・資 格・・・①大学に入学する資格のある人②

高等学校に入学する資格のある人

※願書の受け付けは、いずれも午前9 時~

午後4 時( 土 曜日の午後と日曜日を除く)

l〉詳細…石護専門学校S67-4444 番

明るい選挙習字作品募集

l〉内容…明るい選挙および明るい社会を表

現するもの

対象…市内在住の小・中・高校生(各学

校を通じて応募).

D〉規格…半切画仙紙(135cmX35cm)

規定…応募作品には学校名・学年・氏名

を記入。ひとり1 点。作品は返却しません。

C〉賞…入選者には、賞状・記念品、応募者全

員に参加賞

C〉入選作品展示…64年1 月31日~2 月5 日

に。文化ホールで展示

C〉締切…64年1 月17日(火)

C〉詳細・‥選挙管理委貝会事務局管理係

年末調整などの説明会

源泉徴収義務者を対象に

年末調整の事務手続きや法

定調書の提出についての説

明会が行われます。

年末調幣は、サラリーマ

ンの人たちが、この1 年間

に納付した所得税を各個人

ごとに精算する重要な事務

です。ぜひ出席して下さい。

※○印の会場は駐車場があ

りません。電車・バスな

どをご利用下さい。

期 日 時 間 会 場

11/24t 木) 盂

1詑
言
ら

流山文化会館( 流山 市加922)

28(月) 鎌ヶ 谷市役所( 鎌ヶ 谷市初雷928)

29(火) ○常盤平市民センタ ー( 常盤平3-30)

12/2 愬 ○松戸市民劇 場( 本町11-6)

詳細…松戸税務署S63-1171番

水道週間ポスター・作文・標語の募集

E〉テーマ…水の大切さ。水道の有効利用を訴える

もの

t〉規格・‥ポスター=B3 版(36cmX51cm) 、作文=

400字詰原稿用紙10枚以内、標語= 官製ハガキ

1 枚LI,IX

C〉応募資格…県内在住の人

E〉応募上の注意…作品には、学校・学年または職

業・化所・氏名・年齢・電話番号(学校・グループ単

位での応募は名簿添付のこと)を明記する。作IW

は未発表のものに限る。作品は返却しません。

E〉応募先…64年3月末日必着で〒280干葉市長州

卜9-1 千葉県水道局管理部総務企画課(S()x

72-23-4500 番)へ

米穀小売業者の新規許可申請の受付

対象地域…市内全域

許可件数‥・営業所(2 件)、特定営業所(13件)、販売所(2 件)

申込み…12月1日(木)~12日(月)に商工課事業係へ

国保松戸市立病院

看護婦. パート看護助手募集

C〉職種…①石護婦・准看護婦②看護助手

1〉年齢…①35歳まで②40歳まで

※市内医療機関勤務者はご遠慮下さい。

じ〉詳細…松戸市立病院庶務課人事係S63-2171 内線2513#

中小企業組合

組織化促進強化月間

中小企業組合は、中小企業者

の経営能力を鳥めるために必要

な経営資源を協同の力で充実し

ていくための組織です。

例えば、新製品・新技術の開

発、情報活動、人材養成、市場

開拓などのソフト面での共同事

業や、共同講入・共同受 注など

の事業を実施し、中小企業の経

済的地位の向上が図れます。

【〉詳細…千葉県中小企業団体中

央会松戸支所S68-3992 番

家事・家計講習会

期 日 時 間 会 場

11/22
(刈 午前10時
~正 午

小金原市民センター

馬橋市民センター

24困 松 戸 市 民 会 館

t〉内容…「家計簿で生活を見直

しましょう」(洗濯・子供の食

事など)

t〉費用…350円

※2 歳以上の保育を予約で受け

付けます。

r〉詳細…松戸友の会・藤井容63

-7622 番

心配ごと相談

期 日 時 間 会場

121困 午前S10時

午後3 眄

小金原体育館会議室

2 咄 市役所市民相談コーナー

3山 午前10
眄~

午後o眄301分
小金市民センター

5旧)

午前10時

S

午後3 時

馬 橋 支 所

6(火) 六 実 支 所

7冰)
常 盤 平 支 所

新松戸市民センター

9愬 市役所
市民相談コーナー

16忠

E〉詳細…社会福祉協議会容68-

0503番
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の
棘
の

あ
る
常
緑
低

木
で
、
ピ
ラ
カ
ン
サ
の
属
名
で

呼
ば
れ
て

い
ま
す

。

特
に
実
物
の
庭
木
と
し
て

晩
秋
に

実
が
色
づ
き
、
生
け
垣

・
寄
せ

植
え
に
、
ま
た
小
鳥
が

こ
の
実

を
好
む
こ
と
か
ら

食
餌

木
に

も
利
用

さ
れ
ま
す
。

品

種

タ
チ
バ
ナ
モ

ド
キ
・
=
中
国
雲

南
地
方
原

産
で

実
は

橙
黄
色
。

ほ
か
に
比

べ
て

葉
幅
が
狹
い

。

マ
ト
キ
ワ
サ
ン

ザ
シ
=
・
西
ア

ジ

ア
原
産
で

実
は
鮮
紅
色

。
ピ

ラ
カ
ン

サ
と
い
う
と
、
こ
の

種
類
が
一
般
的

マ
ヒ
マ
ラ

ヤ
ト
キ
ワ
サ
ン
ザ
シ

…
ヒ
マ
ラ
ヤ
原
産
。
実
は
鮮

紅
色
で
ト

キ
ワ

サ
ン

ザ
シ
よ

り
幾
分
ひ
ら
た
い

手

入

れ

生
け
垣
・
寄
せ
植
え
は
刈
り

込
み
を
行
っ
て
形
を
整
え
ま
す
。

単
木
で
植
え
ら
れ

た
も
の
は
、

自
然
形
で
は
枝
が
広
が
り
見
苦

し
く
な

る
の
で

、
剪
定
を
行
い

ま
す
。

マ
刈
り
込
み
:
新
芽
の
か
た
ま

っ
た
六
月
ご
ろ
か
ら
秋
に
か

け
て

、
何
回
か

行
い

ま
す
。

花

が
終
わ

っ
て

実
の
付
い

た

枝
は

残
し

、
伸

び
た
新
し
い

枝

を
刈
り
込
み
ま
す

。
秋
に

全
体
的
に
深
く
刈
り
込
む
と

実
付
き
が
悪
く
な
る
の
で
、

伸

び
た
枝
だ
け
行
い
座

夕
。

マ
剪
定
・
=
単
木
で

枝
の
伸
び
す

き
た
も
の
を
切
り
戻
し
、
全

体
を
低
く
し
て
形
を
整
え
ま

す
。
実
付
き
の
枝
も
切

る
の

で

、
実
は
翌
年
の

お
楽
し
み

に増

や

し

方

種
か
ら
も
育
て
ら
れ
ま
す
が
、

一
般
的
に
は
挿
し
木
で
増
や
し

ま
す
。
六
~
七
月
ご
ろ
に
新
芽
を
十

㌢
く
ら
い
に
切
り
、
鹿
沼
土
か

赤
玉
土
を
平
鉢
ま
た
は
箱
に
入

れ
て
挿
し
ま
す
。
そ
の
後
は
半

日
陰
で
管
理
し
て
下
さ
い
。

こ
れ
か
秋
ま
た
は
翌
年
の
春

に
移
植
し
て
育
て
ま
す
。

病

虫
害

▽
虫
害
…
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
、
ア

ブ
ラ
ム
シ
が
発
生
し
ま
す
。

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
に
は
カ
ル
ホ

ス
乳
剤
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は

ア
デ
ィ
オ
ン
、
ス
ミ
チ
オ
ン

乳
剤
か
散
布
し
て
下
さ
い
。

マ
詳
細
=・公
園
緑
地
課
緑
化
係赤い実をつけたピカランサの生け垣

生
活
の
知
恵

ニセの制服にだまされないで

かたり

商法

の被害

をなく

そう

悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
が
あ

り
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
一
つ
「
か
た
り
商
法
」
に
つ
い
て
、

手
口
の
特
徴
や
被
害
の
防
ぎ
方
を
、
実
際
の
相
談
処

理
に
あ
た
っ
て
い
る
消
費
生
活
相
談
員
に
尋
ね
て
み

ま
し
た
。

か

た

り

商

法

と

は

公
的
機
関
な
ど
の
職
員
で
あ
る

か
の
よ
う
に
装
っ
て
、
商
品
を
販

売
す
る
方
法
を
か
た
り
商
法
と
い

い
ま
す
。

か

た

ら

れ

る

公

的

機

関

か
た
り
商
法
を
使

っ
て
販

売
さ

れ
る
商
品
は
、
何
ら
か
の
形
で
公

的
機
関
を
連
想
さ
せ
る

も
の
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が

、
商
品
に

よ
っ
て

装
わ
れ
る
身
分
も
大
体
決

ま

っ
て
い
ま
す

。
か
た
ら
れ
た

中

に
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

一
消
火
器
…
消
防
署
員
、
消
防
団

員
、
市
職
員
、
町
会
役
員

一

避
妊
具
・・
・
保
健
所
職
員
、
市
職

員

一

表
札
、
郵
便
受
け
=
・
郵
便
局
員

郵
政
省
関
連
団
体
職
員

一
電

話
機
・
=
N
T
T
社
員

な

ぜ

信

用

し

て

し

ま

う

の

か

セ
ー
ル

ス
マ
ン
は
自
分
を
公
的

機
関
の

職
員
ら
し
く
見
せ

る
た
め

に

、
い
ろ
い
ろ

と
工

夫
し

ま
す
。

本
物
に
似
せ
た
制
服
か
着
た
り
、

錯
覚
し
や
す
い

名
称
を
記
載
し
た

書
類
を
見
せ

る
な
ど
が
主
な
方
法

で
す

。

ど

う

す

れ

ば

被

害

に

あ

わ

な

い

か

ま
ず
、
公
的
機
関
が
商
品
の
訪

問
販
売
を
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
あ

り

ま
せ

ん
。

そ
の
上
で

、

不
審
な
点
が
あ
れ

ば
関
係

機
関

に
そ
の
場
で
問
い
合
わ
せ

る

購
入
す
る
場
合
に
は

、
代

金
を

後
払
い
に
す

る

被
害
に
あ
っ
た
と
思

っ
た
ら

早

め
に
消

費
生
活
セ
ン
タ

ー
へ
相

談

す
る

こ
れ
ら
の
こ

と
に

注
意
す
れ
ば

被
害
に
あ
わ

な
い
で

す
U

と
思
い

ま
す
。

マ

詳
細
=
・
消
費
生
活
課
消
費
生
活

係

か
た
り
商
法
の
手
口
を
使
っ
た

盗
難
事
件
も
発
生

最
近
県
内
で
、
電
力
会
社
社
員

ま
た
は
電
気
の
調
査
員
と
仍
っ
て

配
線
調
査
料
金
を
請
求
し
た
り
、

金
銭
を
持
ち
去
る
と
い
う
事
例
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

電
力
会
社
が
行
う
配
線
調
査
で

は
、
料
金
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
調
査
員
は

必
ず
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い

ま
す
。
電
力
会
社
で
は
、
不
審
な
点
が

あ
れ
ば
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ハ

イ

こ

ち

ら

内

線

6

0

0

番

ま ち の 話 題 を お 知 ら せ 下 さ い 。

市民パワー大活躍

坂川市民清掃運動に300人が参加

市民の集まりである「坂川を美しくする会」(岡田晴

一郎会長)が中心となって、10月30日(日)に坂川市民清掃

運動が実施されました。坂川清流復活を願って参加した人

たちは、地元の各町会や青年会議所、老人会、子供会、

市建設業協会、民間ボランティア、県や市の担当者など

約300 人。午前10時すぎから川底と川ぞいの2 班に分か

れて、松戸神社周辺の坂川約550m を清掃しました。

約2 時間ほどで、ヘドロが3 トン車で4 台、資源ゴミ

が2 トン車で3 台、燃えるゴミと燃えないゴミがあわせ

て2 トン車7 台分も。中には、自転車18台とバイク4 台

も含まれており、参加した人たちは、あらためて川の汚

れにびっくり。

清掃終了後には、松戸神社のわきで、とん汁を囲み、

今後の坂川清流化についての話がはずんでいました。

ひとりひとりの努力できれいな川を

小根本

森谷 博さん

自
然
や
生
活
の
場
と
し
て
の
坂
川
を
見
直
そ
う
と

青
年
会
議
所
の
仲
間
と
参
加
し
ま
し
た
。

私
は
川
の
中
に
人
つ
た
ん
で
す
が
、
見
た
目
以
上

に
汚
れ
が
ひ
ど
い
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
ゴ
ミ
ガ
、

つ
ぎ
つ
ぎ
出
て
き
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
定
期
的
に
続
け
て
い
け
ば
、
か
な
り
き

れ
い
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
私
も
、
参
加

し
ま
す
。

ゴ
ミ
減
量
は
み
ん
な
の
工
夫
で
①

燃
や
せ
る
ゴ
ミ
冂

ゴ
ミ

減
量
に
つ
い
て

、
処
理

施
設
と

ゴ
ミ
の

種
類
別

に
考
え

て
み
ま
し

ょ
う

。

ま
ず
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
に
つ
い

て
取
り
上

げ
て
み

ま
す
。

増

え

続

け

る

ゴ

ミ

燃
や
せ

る
ゴ
ミ
の

焼
却
処
理

は
、
六
和

ク
リ

ー
ン
セ
ン

タ
ー

と
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の

二
施

設
(

清
掃
工

場
)
で

行
っ
て

い

ま
す
。

市
で

は
将
来
の
ゴ
ミ
の
量
を

予
測
し
て

計
画
的
に
処
理

施
設

を
建
設
し
て
き
ま
し
た
が

、
ゴ

ミ
の

量
は
予
測
を
上
回

っ
て

毎

年
増
え
続
け
、
現
在
で
は

一
日

当
た
り
の
処
理
能
力
四
百
㌧
に

対
し
て
三
百
七
十
㌧
と
せ
ま
っ

て
き
て
い

ま
す
。

こ
の

ま
ま
増
え
続
け
ま
す
と
、

処
理

能
力
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
の
で

、
近
い

将
来
に
は
処
理

で
き
な
い

ゴ
ミ
が
街
に
あ
ふ
れ

て
し
ま
い

ま
す
。

昭
和
六

十
二
年
度
で

は
、
年

間
約
九
万
七

千
六
百

五
十
ン
の

燃
や
せ

る
ゴ
ミ

が
処
理

さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
容
積
に
換

算

す
る
と
小
学
校
の

プ
ー
ル
(

二

百
五
十
立
方
㍍
)
千
三
百
杯
分

に
も
な
り
ま
す

。

で
は
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に

ゴ
ミ
が
出
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
原
因
と
し
て

は
、
人
口

増
加
に
よ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で

す
が
、
商
品
の
過
剰
包
装
、

パ
ッ
ク
詰
食
品
の
増
加
、
食
料

品
の
食

べ
残
し
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
事
が
考
え
ら
れ

康
司

市
で
は
今
後
れ
施
設
の
整
備

に

努
力
し
ま
す
が
、
市
民
の
皆

さ
ん
に

も
ゴ
ミ
を
減
量
す
る
こ

と

を
考
え
て

い
た
だ
き

た
い

と

思
い

ま
す
。

お

金

の

か

か

る

ゴ

ミ

処

理

皆
さ
ん
は
、
ゴ
ミ
を
集
積
所

に
出
せ

ば
皆
さ
ん
の

仕
事
は
終

っ
た
と
思
う
で
し

ょ
う
。
し

か

し
、
そ
れ
で

ゴ
ミ
処
理

が
済
ん

だ
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん

。
清
掃

工
場
は
中
間
処
理
施
設
で
す
か

ら
、
焼
却
処
理
し
た
後
に
出

る

焼
却
灰
の
処
分
に
つ

い
て

も

経

費
が
か
か
っ
て
い

る
こ
と
を

皆

さ
ん
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か

昭
和
六
十
二
年
度
の
焼
却
処

理
経
費
は
、
総
額
で
十
六
億
三

千
二
百
万
円
に
も
な
り
ま
す
。

灰

の
処
分
に
も
約
一
億
五
千
万

円
の
経
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

燃
や
せ

る
ゴ
ミ

だ
け
で

も
こ
ん

な
に

費
用

が
か
か

っ
て
い

ま
す
。

(
六

和
ワ

リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー

・

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
)

燃やせるゴミの焼却施設
のクリーンセンター



小
金
原

今
井

利
正

さ
ん

京
都
国
体
ー
成
年
二
部
五
十

五
歳
以
上
の
部
に
出
場
。
参
加

し
た
国
体
選
手
の
中
で
は
最
高

齢
者
だ
っ
た
。

国
体
に
は
、
戦
前
の
明
治
神

宮
、
伊
勢
神
宮
大
会

も
含
め
て

、

今
ま
で
に
二

十
一
回
出
場
し
、

三
度
優
勝
し
て

い
る
。
し

か
し
、

今
回
は
、
大
会
規
定
で

一
度
出

場
し
た
ら
二
度
と
出
ら
れ

な
い

の
で
、
何
か
何
で
も
優
勝
し
よ

う
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
。

軟
式
庭
球
と
の
出
会
い
は
、

生
ま
れ
故
郷
ー
徳
島
の
尋
常
小

学
校
の
と
き
。
師
範
学
校
を
出

た
ば
か
り
の
先
生
た
ち
が
楽
し

そ
う
に
軟
式
テ
ニ
ス
を
し
て
い

る
の
を
見
て
魅
せ
ら
れ
、
始
め

た
。

長
い

テ
ニ
ス
人
生
。
今

も
現

役
で

、
年
に
数
度
大
き
な

大
会

に
出
場
す
る
が
、「

ド
ロ
ー
(

試

合
の
組
み
合
わ
せ
)
が
発
表
さ

れ
、
対

戦
相
手

が
決
ま
っ
た
と

き
か
ら
試
合
は
始

ま
っ
て

い
る

ん
で
す
よ

。
対
戦
相
手
を
思
い

浮
か

べ
な
が
ら

ゲ
ー
ム
の
組
み

立
て
を
あ
れ
こ
れ
と
考
え
る
ん

で

す
」
。

楽
し
げ
に
語

る
そ
の
顔
は

精

悍
さ
に
あ
ふ
れ

年

が
明
け

る
と

古

希
か
迎

え

る

と
は
到

底
思
え

な
い

。

週
に

六
日
間

主
婦
や
青
少
年

を
相
手
に
テ
ニ

ス
教
室
で

教
え

て

い
る
。
教
え

子
の
中
か
ら
は

全
日
本

ク
ラ
ス

の
選
手

が
何
人

も
育
っ
て
い
る

「
軟
式
テ
ニ

ス
の

楽
し
さ
を
知

っ
て

も
ら
い

た
い

と
思
っ
て

教
え
て
い

る
ん

で

す
よ
。
特
に
小
さ
な
子

供
た

ち
に

は
、

ボ
ー
ル
を
打
つ
こ
と

の
楽
し
さ
を
」
。

練
習
で
ボ
ー
ル
を
出
す
際
に

も
相
手
の
レ

ベ
ル

を
考
え
な
が

ら
打
つ
。

「
で
き
な
い
こ

と
を
無
理
に

や
ら
せ
て

も
上

達
は
し
ま
せ
ん
。

大
切
な
の
は

集
中
力
で

す
」
。

練
習

を
重
ね
れ
ば
技
術
は
上

達
す

る
が
、
そ
れ
だ
け
で

な
く
、

常
に

自
分
の
(

ダ
ブ
ル
ス
の
)

パ
ー
ト
ナ
ー
の
こ
と
も
思
い
や

れ

る
心
も
大
切

だ
と
強
調
す
る

。

今
日
も
今
井
さ
ん
は
一
球
一

球
心
を
込
め
て

ボ
ー
ル
を
打

っ

て
い

る
。

心をボールにのせて

健康ガイド

麻しん(はしか)

予防接種

麻しんの予防接種は、生後12

ヵ月から72ヵ月までの問に、委

託医療機関で受けることになっ

ています。集団生活に入る前に

接種を完了することが望ましい

ので、医師と相談のうえ、早目

に受けるようにして下さい。

接種を受けていない人で、問

診票( 無料券) を持っていない

人は、下記のとおりハガキで申

し込んで下さい。

l〉申し込みする人……接種当日

6 歳未満で麻しんにかかった

ことがなく、麻しんの予防接

種を受けていなくて、問診票

を持っていない人

l〉申し込まなくてもよい人…62

年10月1 日~11月30日に生ま

れた人には、12月初句に直接

問診票を送りますので、申し

込む必要はありません。

※以前の問診票も使えます。持

っている人は、早めに受けて

下さい。

療育相談

l〉日 時…12 月8 日(木) 午後1 時

~1 時30 分 まで受け付け

E〉会場‥・松戸保健所

【〉対象…生後5ヵ月以上で、股

関節脱臼検診未受診者や整形

外科的な心配のある18 歳未満

の人

※乳幼児の場合には母子手帳を

持参して下 さい。

E〉申込み…電話で松戸保健所保

健指導課容61 一2121 番へ

検診者による胃がん検診

【〉対象…市内在住の40歳以上の

人で今年度まだ申し込みをし

ていない人( 妊娠中の人は受

診できません)

E〉費用…500円(生活保護・市

民税非課税世帯・老人医療対

象者は免除)

E〉実施期日…1 月下句( 申込者

には後日お知らせし ます)

E〉会場…衛生会館

【〉申込み…12 月10日( 土) までに

「検診のお知らせ」に同封の

胃がん検診申込書( ハ ガキ)に

必要事項を明記し健康管理

課業務係へ

愛 の 献 血
期日 時 間 会 場 主 催

11/20
(日)
午㈲o眄

S
午後4眄

三菱銀行
新松戸支店
前

松戸ユーカリ
ライオンズ
クラブ

26
(士)

JR
松戸駅東口

松戸市

12/∠1

(日)

午㈲o時
S

午後3K3&分
稔台小学校 松戸市(協力稔台適合町会)

詳細…健康管理課業務係[〉詳細…保健衛生課予防衛生係

不
用
品
交
換
情
報

○
今
回

掲
載
分
の
紹
介

▽
申
込
方
法
…
締
め
切
り
は
十
一

月
二
十
五
日
(
当
日
消
印

有
効
)

①
希
望
品

名
②
住
所
③
氏
名

④

電

話
番
号
(
昼
間
の

連
絡
先
)
を

ハ
ガ
キ
に
明
記
。
ハ
ガ
キ
一
枚

に

品
名
一
点
の
み
。

▽

申
込
先
・・

二
七

一
松
戸
市
根

本
三
八
七
卜
五
松
戸
市

役
所
消

費
生
活

課

譲

り

ま

す

〔
家
具
類
〕
◆
じ
ゅ
う
た
ん
一
万

円
◆
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
一
万
円
◆
折

り
た
た
み
イ
ス

三
脚
三
千
円
◆

パ

イ

プ
ソ
フ

ァ
ニ

脚
千
円
◆
ヒ

ジ
付

き
回

転
イ
ス
二

千
円

〔
電
気
製
品
〕

◆
二
槽
式
洗
濯
機

無
料

◆
電
気
ス

ト
ー
ブ
五
百
円

◆

炊
飯
器
二
千
円

◆
カ
ラ
ー
テ
レ

ビ

八
千
円

・
二

千
円
◆
食
器
乾
燥
器

五
千
円

◆
再
生

専
用

ビ
デ
オ
(
V

H
S
)

五
千
円

◆
グ
リ
ル

パ
ン
チ

円
◆

〔
子
ど

も
用
品

〕

◆
メ
リ

ー
ゴ
ー

ラ

ウ
ン

ド
三
百

円
◆

ベ
ビ
ー

バ
ス

五
百
円
・
三
百
円
・
二
百
円

◆
う

ば

車
三
千
円

◆
ペ
ビ
ー
カ
上

万

円

◆
ペ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
六
千
円
・
無
料

◆
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
ハ
千
円
◆
ベ
ビ

ー

バ
ギ
ー
千
五
百
円

◆
女
児
七
五

三
用
和
服
無

料
◆
小

学
生
学
習
事

典
五
千
円

◆
ぬ
い

ぐ
る
み

三
点
千

円
◆
室
内
ス

ベ
リ
台
四
千
円

◆
歩

行
器
二
千
円

〔
ス
ポ
ー
ツ

・
楽
器
〕

◆
藤
原
義

江
全
集
L
P

五
千
円

◆
ベ
ー
ス

ギ

タ
上

二
千
円

今
ア
ン

プ
五
百
円

◆

ぶ
ら
さ
が
り

健
康
器
三
千
円

◆
自

動
演
奏
器

一
万
円

◆
フ

ォ
ー
ク

ギ

タ
ー
五
千
円
φ
ス
テ
レ

オ
レ
コ

ー

ド
プ
レ
ー
ヤ

ー
五
千
円

◆
ア
ン

プ

三
千
円

〔
日
用
雑
貨
〕
◆
足
踏
み
ミ
シ
ン

無

料

◆
電
子
レ

ン
ジ
台
五
千
円

◆
や

か
ん
百
円

◆
低
周
波
治
療

器
六
千

円
◆
脚
立
八
千
円

◆
石
油
ス

ト
ー

ブ
四
千
円
◆
軽
自
動
車
用
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
三
千
円
◆
バ
ッ
テ
リ
ー

充
電
器
三
千
円
◆
電
気
カ
ー
ペ
ッ

ト
カ

バ
ー
千
五
百
円

ガ
ス
ス

ト
ー
ブ
三
千
円

◆
カ
メ

ラ
五
千
円

◆
⑦
ガ
ス
ス

ト
ー
ブ
五
千
円

◆
ポ

ー
タ
ブ
ル

ミ
シ
ン
二
千
円

◆
鍋
二

点
千
円

◆
⑦

ガ
ス

オ
ー
ブ
ン
二

千

円
◆
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
九
千

円O
次
回
掲
載
分
の

申
し

込
み

譲
り
た
い
人
は

、
品

物
の

詳
細

を
電
話
で

申
し
込
ん
で
下

さ
い

。

来
年

一
月
二
十
日

号
に

掲
載
し
ま

す
。
(

十
二
月
は
休

載
さ
せ
て

い

た
だ
き
ま
す
。

▽
申

込
先

…
消

費
生
活
課
消
費
生

活
係

施
設
あ
ん

な
い

文
化
ホ
ー
ル

文
化
ホ
ー
ル
は
、
「
見
て
学
習

し
て
楽
し
め
る
」
施
設
と
し
て
、

四
十
九
年
十
一
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

市
民
ホ
ー
ル
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
、
郷
土
資
料
展
示
室
、
姉
妹
都

市
コ
ー
ナ
ー
、
市
政
広
報
コ
ー
ナ

ー
、
科
学
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
市
民
ホ
ー
ル
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
は
、
生
け
花
・
絵
画
な
ど
の
展

覧
会
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
開
館
時
間
…
月
曜
・
祝
日
か
除

く
午
前
十
時
~
午
後
六
時

▽
交
通
…
松
戸
駅
西
口
か
ら
徒
歩

五
分
、
松
戸
ビ
ル
四
階

マ
詳
細
…
文
化
ホ
ー
ル
霓
肘
匚
7

8
1
0
番

松戸

粟野徳子さん

毎
年
、
こ
こ
で
開
か
れ
る
文
化

祭
の
展
示
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
、
生
け
花
や
手
芸
を

始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で

皆
さ
ん
の
作
品
を
見
て
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の

健
康

こ
じ
ら
せ
な
い

た
め
に
は

風
邪
を
ひ
い
た
ら

冬
は
、
寒
さ
や
乾
燥
・
ホ
コ

リ
な
ど
の
た
め
、
他
の
季
節
よ

り
風
邪
を
ひ
く
子
が
多
く
な
り

ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス

や
嘔
吐
、
下
痢
を
起
こ
す
ロ
タ

ウ
ィ
ル
ス
の
よ
う
な
冬
に
活
動

す
る
ウ
ィ
ル
ス
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
暮
れ
正
月
は
、
外
出

し
て
人
ゴ
ミ
に
出
る
機
会
が
増

え
る
の
で
、
こ
れ
も
感
染
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

お
ま
け
に
、
こ
の
時
期
は
病

院
も
休
み
に
な
り
ま
す
。

な
る
べ
く
な
ら
、
風
邪
を
ひ

き
た
く
な
い
、
ひ
い
て
も
軽
く

す
ま
せ
た
い
と
思
い
ま
す

し
、
肺
炎
や
脱
水
の
よ
う

に
こ
じ
ら
せ
な
い
た
め
に

も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

が
必
要
で
す
。

予

防

と

し

て

は

O
ど
う
し
て
も
と
い
う
場

合
以
外
は
、
子
供
を
混
ん
だ

デ
パ
ー
ト
な
ど
に
連
れ
て
い

か
な
い
。

や
む
を
え
ず
、
一
緒
に
出
か

け
る
時
も
、
子
供
の
様
子
を

み
て
、
ぐ
ず
っ
た
り
、
気
分

が
悪
そ
う
だ
っ
た
ら
早
め
に

帰
る
。

こ
れ
は
里
帰
り
の
よ
う
な
長

期
の
旅
行
に
つ
い
て
も
言
え

ま
す
。

う
が
い
や
手
洗
い
を
ず
る
。

予
洗
い
は
軽
く
み
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
多
く
の
ウ
ィ
ル
ス

が
身
体
に
入
る
窓
口
で
す
。

外
か
ら
帰
っ
て
手
を
洗
う
だ

け
で
、
だ
い
ぶ
違
っ
て
き
ま

す
。

く
し
ゃ
み
や

鼻
水

、
身
体
の

だ
る
さ
な
ど
、
風
邪
の
ひ

き

は
じ

の
の
時
に

早
く
寝

か
せ

ま
し

ょ
う
。
小

さ
な
子

は
あ

ま
り
無
理
な
生
活
は
し
て

い

な
い
で
し
ょ
う
か
、
小
中
学

生
で
す
と
習
い

ご
と
や

塾
で

帰
宅
が
夜
遅
く
な

る
時
も
あ

り
ま
す
。
で

も
、
風

邪
気
味

の
時
は
、
思
い
き

っ
て

休
ま

せ
、
早
い
う
ち
に
治
し
ま
し

栄
養
分
・
水
分
を

と
る
の

も

大
切
で
す
。
た

だ
し

、
食
欲

が
な
い
時
に
無
理
に

食
べ
さ

せ
て
は
、
吐
い
た
り
し

ま
す
。

あ
く
ま
で

も
本
人
の
食

欲
に
応
じ
て
下

さ
い

。

風
邪
薬
は

、
熱

さ
ま
し

、

咳
止
め
な

ど
、
症
状
を

押
さ
え

る
薬
が
中
心
で

す
。
で

も
、
風

邪
を
治

す
の
は
、
や
は

り
本
人

の
体
力
や

免
疫
力
で

す

の
で
、
子

供
が
不

安
な

く
身
体
を
休
め

る
ぶ
つ
、
家

庭
で
の
看
護
が
大
切
で

す
。

)
看
護
し
な
が
ら
子

供
の

様
子

を
よ
く
み
て
、
息

づ
か
い

、

顔
色
、
元
気
さ

、
水
分

が
と

れ
る
か
ど
う
か
、
眠
れ
る
か

ど
う
か
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
全
身
の
状
態
が
芳

し
く
な
け
れ

ば
、
休
診
日

や

夜
間
で
あ

っ
て

も
受

診
し
て

下

さ
い
。
逆
に
熱

が
高
く
て

も
元
気
な
時
は
あ
ま
り

心
配

は
い
り
ま
せ
ん

。

暮
れ
正
月
の
期
間
、
ど
こ
へ

行
け
ば
診
療
を
受

け
ら
れ

る

の
か
知

っ
て
お
く
の

も
大
切

で

す
。(

松
戸
市
医

師
会
)

子供の風邪



松戸市書道展

出品案内

対象…市内在住在勤・在学

で16歳以上の人

部門…漢字、かな、近代詩文、

てん刻・刻字、墨象ばか

規格…小画仙紙半折以内(100

cmX45cm) 、てん刻(30cmX39

cm)、タテ・ヨコ自由

作品は未発表のもので、表装

(仮巻きは不可)とし 額装(ガ

ラス不可) は、ひもをつけて

下さい。

搬入…2 月18日(土)午前11時

~午後4時30分に文化ホールへ

詳細…社会教育課市民文化係

もよおしもの

野鳥観察会「流山」

日 時…11 月27 日( 日)午 前7 時

50 分松 戸駅東日デッキ上集合、

午後1 時現地解散

場所… 江戸川沿いの田園地帯

( 流山市)

主 な野鳥はタゲリ・ヶ リなど

持ち物…筆記具・観察用具・

弁当

申込み…電話で公園緑地課小

鳥を呼ぶ係へ

婦人会館ケーキ作り講習

「クリスマスに手作りケーキを」

日時…12 月8 日・15 日・22 日

の 各木曜日、午前10 時~ 正午

会場…婦人会館3 階 実習室

内容… クリスマスフルーツヶ

- キ、ブッシュ・ド・ノエル。

ホワ イト クリスマ スケーキの

3 回コース

対象…市内在住・在勤の人

定員…35人(保育付-2歳以

上学齢期までの子ども10人)

講師…菓子研究家・植本愉利

子氏

持ち物…前かけ・筆記用具

費用…1,500 円(3 回分)

申込み…11 月22日( 火) 午前10

時 から電 話で婦人会館S64-

8778 番 へ[ 定 員になり次第締

め切り]

文化講演会

「円高の影響と私たちのくらし」

日時…11月26日(土)午後1 時

30分~3 時30分

会場…矢切公民館4 階ホール

講師…野村総合研究所経済調

査部金融調査室長・荻原洋氏

定員…170人

申込み…電話で矢切公民館a

68-1241 番へ

女声合唱団コール・メイ

チャリティーコンサート

江戸川の浅瀬でエサをと

る水鳥たち

日時…12月4 日(日)①カトリ

ック松戸教会午後2 時~3 時

30分②市民劇場午後6 時~7

時30分

曲目…モーツァルト「戴冠ミ

サ」、クリスマス讃美歌ばか

出演…指揮・河野正幸、ソプ

ラノ・小泉恵子、バス・水野

賢洽ばか

費用…入場料1,000円(全席自

制

詳細…大沢S67-1798 番

音 楽 の 広 場

(コーラス)

日時…11月29日(火)午後1 時

30分~3 時30分

会場…婦人会館4F ホール

費用…無料

詳細…社会教育課市民文化係

実践倫理講演会

日時…11 月27 日( 日)午 前10 時

~11時30 分

会場…市民会館ホール

費用…無料

申込み…直接会場で

詳細…実践倫理宏正会・浅#

a67 一8613 番

映画会「親馬鹿子守唄」

日時…11 月29 日(火) 午後1 時

から

会場・‥小金原老人福祉センター

主演…エノケン

対象…市内在住の60 歳以上の

人

費用…無料

詳細…小金原老人福祉センタ

―S44-8270 番

文化ホール郷土歴史講座

日時…11月27日(日)午後1 時

30分~3 時30分

会場…文化ホール

テーマ…「から細工」-ヘビを

作ろう一

対象…一般市民

定員…先着30人

費用…無料( 軽作業のできる

服装でハサミを持参)

申込み…11月20日(日)午前9

時30分から電話で文化ホール

067-7810 番へ

文化ホール映画会

日時…11 月26 日(土) 午 後2 時

30分 から

会場…文化 ホール

内容…「宗 谷物語」「3 び き

の子ぶた」

対象…小学生以上

定員…30 人( 先着順に当日会

場で受け付け)

詳細…文化ホ一ル登67-7810

番

第九コンサート

日時…12 月18 日( 日)午 後3 時

開演

会場…市民会館ホール

費用…入場料1,000 円( 全 席自

由)

出演…松戸シテ イフ イルハー

モーニー管弦楽団・松戸第九

合唱団( 経 験ある男性団員募

集中)

詳細…松戸第九コンサート実

行委貝会・大沢S67-1798 番

おし

らせ

市役所(66)1111# 常盤平支所(87)2131

小金支所(41)5101・ 小金原支所(44)4151

六実支所(85)0113# 馬橋支所(45)2131

新松戸支所(43)5111・ 矢切支所(62)3181

東部支所(92)3061

保健セミナー講演会

「ワット隆子の笑って長生き」

自分の手で見つけよう乳ガン

矢切公民館名画劇場

「植村直己物語」

日時…11月27日(日)午後1時

から

会場…矢切公民館4 階 ホール

定員…170 人

費 用…無料

同時上映、市政映画「ビバ./

お 父さん」

申込み…電話で矢切公民館a

68-1241 番へ

日時…12月8 日(木)午前10時

~正午

会場…衛生会館3 階

対象…30歳~50歳代の女性

講師…乳ガン体験者の会「あ

けぼの会」会長・ワット隆子氏

定員…先着150人

詳細…健康管理課松戸方面保

健室

秋のさつき・盆栽展

(チャリティーバザー)

日時…11月26日(土)・27日(剛

午前9 時~午後5 時

会場…常盤平市民センター

詳細…松戸さつき協会・渡辺

£J62―1356番

スポ

ーツ

雪に親しむ会

(スキー)

日時…12月29日(木)午後9 時

30分(伊勢丹前広場集合卜64

年1 月2 日(月)午後8 時帰着

場所…猪苗代スキー場

対象…市民先着40人( 小学低

学年は付き添いが必要です)

費用…大人39,000円,小人(中

学生まで)36,000円(往復バス

代・民宿3 泊半・傷害保険料

を含む)

詳細…スキー連盟・高橋登62

-1800 番

卓球初心者チャレンジ教室

日時…12月3 日(土)午後1 時

30分~4 時30分

会場…小金原体育館

対象…一般市民

費用…1 人500円

申込み…n 月8 日(土)までに

電話で松戸市卓球協会・五十

嵐065 ―1510番へ

バドミントン教室

日時…11月27日(日)午前8 時

30分から

会場…柿ノ本台小学校体育館

対象…一般市民

費用…無料(当日会場受付け)

運動可能な服装と上履き持参

詳細…体育指導委員・渡辺昔

63-8012 番

卓球教室

日時…:11月27日、12月4 日の

各日曜日、午前9 時~正午

会場…小金原体育館

対象…一般市民

費用…無料(当日会場受付け)

運動可能な服装と上履き持参

(お持ちの人はラケットも)

詳細…体育指導委員・篠崎昔

87-3336 番

カーリング教室

日時…11 月26 日、12 月3 日 ・

10 日の 各土曜日、午後7 時~

8 時

会場…新松戸スターランド・

アイススケートリン ク場

対象…市内在住・在勤で18 歳

以上の男女計20 人

費用…無料

ズボンと運動靴を持参

申込み…n 月25 日(金)〔必着〕

で、ハガキに住所・氏名・年齢・

電話番号を記入して、〒270

松戸市ニッ木3千葉県カーリ

ン グ協会( 容41-2121 番)へ

婦人グラウンドゴルフ大会

日時…11月27日(日)午前9 時

から

会場…第五中学校運動場

費用…無料(1 チーム6 人、

補欠1 人)

申込み…11月24日(木)までに

各地区体育指導委員へ

詳細…体育指導委貝・中川昔

92-5511 番

バドミントン教室

日時…n 月27 日 、12 月4 日の

各日曜日、午前10 時~正午

会場…八ヶ崎小学校体育館

対象…一般男女( 初心者)

費用…無料(当日会場申込み)

上履用運動靴、ラケットのあ

る人は持参

詳細…体育指導委員・長谷川

s41-7925 番

婚前・新婚学級

(おしどり学級)

11/28

(月)

結婚って・親になるってどんな
こと?( 夫の役割・妻の役割)

干葉大学保健管理センター時田光人氏
血液検査(貧血・血液型・梅毒・

風疹抗体価) を希望者に有料で
実施

12/5

(月)

男性と女性のからだについて

(妊婦・出 産へむけて)

医師 林 謙治氏

血圧測定・尿検査を無料で実施

12

(月)

ファミリ ープランニンフ

(元気な子どもを産むために・

正しい妊娠・避妊)

映画

プ ルーフ ワーク

3 日間で1 コースですが、1 日だ
けでも結構です。

時間…午後6 時30 分~8 時30

分

会 場…勤労会館

対象…未婚あるいは新婚 の男

女( ひ とりでも参加できます)

申 込み…11 月26 日(土) までに

電話で健康管理課松戸方面保

健室へ

うたごえ喫茶

日時…12 月4 日(日) 午後1 時

30分 開場、2 時開演(4 時30

分終了)

会 場…勤労会館

費用…500 円( 軽 食費込み)

申 込み…直接会場で

詳細…サー クルゆうかり・岸

田mi-1442 番( 夜 間)

チャリティー映画会

日時…n 月27 日( 日)午 後1 時

30 分・3 時10 分 ・4 時50 分か

らの3 回上映

会場…市民会館ホール

費用…前売り700 円 、当日券

900 円( い ずれも4 歳以上)

詳細…身体障害者通所授産施

設・いぶきの広場S89-1010 番

救急医療体制 健康保険証を忘れずに/
夜間急病診療所( 毎日)・午後8時~1 塒 衛生会館内 昔68-3756番

待機病院( 毎日)・午後5時~午前9時テレホンサービス 昔6H010 番

緊急休日在宅当直医.・午前9時~午後5時テレホンサービス 昔6H Ⅲ 番

休日歯科診療所・午前9時~正午 衛生会館内 昔6H430 番
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